ミレニアム津波ハザードの総合的リスクと被災後の回復過程の評価・研究集会

12月22日（水）東北大工学部総合研究棟11階セミナー室（1115）
13:00－13:30
今村（東北大）
「ミレニアム津波科研費集会のご挨拶（仮）」
＜災害史＞

13:30－14:00
都司（東大・地震研）

「明和八重山津波の研究史、および貞観三陸津波の歴史史料の考察」

14:00－14:10
休憩

＜明和津波＞

14:10－14:40
後藤（千葉工大）

「津波堆積物の保存状態」
14:40－15:10
宮城（東北学院大）

「地震性地殻変動の指標堆積物としてのマングローブ堆積物」

15:10－15:40
荒岡（東大・海洋研）

「津波石ハマサンゴの放射性炭素年代測定：南琉球列島における古津波イベントの復元に向けて」

15:40－15:50
休憩

＜ミレニアム津波総合解析モデル構築＞

15:50－16:20
越村（東北大）

「2010年チリ地震津波における被害関数の構築」
16:20－16:50
牧（京大）

「流動性の高い社会の災害復興」
18:00－

懇親会
12月23日（木）東北大工学部総合研究棟11階セミナー室（1115）
9:00－9:30
橘（土質工学）・都司（東大・地震研）

「漸深海成礫岩層の津波起源に対する地質学的および水理学的検討、知多半島南部に分布する中新統師崎層群の例」
＜貞観津波＞

9:30－10:00
松本（東北学院大）

「砂混じり泥層の津波堆積物としての評価　―津波遡上限界認定への試み―」
10:00－10:30
小岩（弘前大）

「パカラン岬におけるインド洋大津波時以降の砂嘴地形変化と土砂堆積量」
10:30－10:40
休憩

10:40－11:10
箕浦（東北大）

「初期地球における衝突津波の高分子化効果」

11:10－11:40
菅原（東北大）

「堆積物による津波遡上時の底面摩擦力の評価」
